
項 ⽬ 内 容
名称 コンドロイチン硫酸 [英]Chondroitin sulfate [学名]Chondroitin 4-sulfate、

Chondroitin 4- and 6-sulfate

概要 コンドロイチン硫酸は、軟⾻ (ナンコツ) 、結合組織、粘液に含まれるグルコサミノ
グリカン (ムコ多糖) の⼀種である。⽣体内では、セリンとO-グリコシド結合した
プロテオグリカンとして存在している。

法規・制度 ■⾷薬区分
「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に
該当する。

■⾷品添加物
・指定添加物

コンドロイチン硫酸ナトリウム︓製造⽤剤

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・グルクロン酸 (GlcU) と、N-アセチルガラクトサミン (GaINAc) からなる⼆糖を
繰り返し単位とし、4つのヒドロキシ基が硫酸化されたグルコサミノグリカンである
(101) 。

分析法 ・ポリアクリルアミドゲルを⽤いた電気泳動法での分析⽅法が報告されている
(PMID:15349930) (PMID:15019056) 。
・コンドロイチン硫酸を2糖に分解し、N-アセチルガラクトサミンに結合している4
位 (哺乳類由来に多い) と6位 (サメ由来に多い) の硫酸基の⽐率を蛍光検出ポスト
カラムHPLC法または1H-NMR法によって測定することで、原材料の由来を識別する
⽅法が報告されている (PMID:17268105) 。
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有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ ＜関節炎＞
RCT︓国内
【機能性表⽰⾷品根拠論⽂】膝関節に痛みのある健康な成⼈46名 (試験群24名、平
均53.1±6.2歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、
ブタ由来コンドロイチン硫酸350 mg/⽇を12週間摂取させたところ、膝の痛み、こ
わばり、違和感 (VAS、JKOM) に影響は認められなかった (2020301372) 。

＜変形性関節症＞
・コンドロイチン硫酸の摂取と変形性関節症との関連についての報告があるが、現
時点ではポジティブな (有効性があるとする) 結果とネガティブな (有効性がないと
する) 結果の両⽅が存在している。個々の情報は以下の通り。
≪変形性関節症との関連が⽰唆されたという報告≫
メタ分析
・2008年6⽉までを対象に、2つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験4報
について検討したメタ分析において、変形性関節症患者におけるグルコサミン塩酸
塩の3年間の摂取 (2報) とコンドロイチン硫酸の2年間の摂取 (4報) は、ともに関節
腔の減少抑制と関連が認められた。⼀⽅、グルコサミン塩酸塩の1年間の摂取 (2報)
は、関節腔との関連は認められなかった (PMID:19544061) 。
・1996年1⽉から2007年10⽉を対象に、1つのデータベースで検索できた⼆重盲検
無作為化プラセボ対照試験4報について検討したメタ分析において、膝⾻関節炎患者
におけるコンドロイチン硫酸の摂取は、関節腔 (4報) の減少を抑制した
(PMID:18826751) 。
RCT︓海外
・変形性膝関節症患者622名 (試験群309名、平均62.9±0.5歳、フランス) を対象
とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、コンドロイチン硫酸800 mg/
⽇を2年間摂取させたところ、脛⾻⼤腿関節腔幅 (JSW) の減少の抑制、痛みの減少
(VAS、WOMAC) が認められた (PMID:19180484) 。

≪変形性関節症への影響は限定的であったという報告≫
メタ分析
・2018年11⽉までを対象に2つのデータベースで検索できた⼆重盲検無作為化プ

ラセボ対照試験17報について検討したメタ分析において、コンドロイチン硫酸の
摂取は、痛み軽減 (16報) との関連が認められたが、試験によるばらつきが大き
かった。一方、関節腔の変化 (6報) 、軟骨量 (2報) との関連は認められなかった
(PMID:30859538) 。
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≪変形性関節症と関連が認められなかったという報告≫
メタ分析
・2010年6⽉までを対象に4つのデータベースで検索できた無作為化プラセボ対照
試験10報 (検索条件︓⼈数≧200名) について検討したメタ分析において、膝や腰の
変形性関節症患者によるグルコサミンやコンドロイチン硫酸の単独もしくは併⽤摂
取は、関節の痛み、関節腔の狭⼩化との関連は認められなかった
(PMID:20847017) 。
・2006年までを対象に4つのデータベースで検索できた臨床試験20報について検討
したメタ分析において、変形性関節症患者におけるコンドロイチンの摂取は、症状
の緩和 (20報) が認められたが、ばらつきが⼤きかった (PMID:17438317) 。
・膝関節炎患者1,583名 (平均58.6歳、試験群744名) を対象とし、多施設間 (アメ
リカ) で実施された⼆重盲検無作為化の、プラセボとセレコキシブ (解熱鎮痛薬) を
対照としたグルコサミン・コンドロイチン関節炎介⼊試験 (GAIT) において、グル
コサミン500 mg×3回/⽇、コンドロイチン硫酸400 mg×3回/⽇を単独もしくは併
⽤で24週間摂取させたところ、単独、併⽤のいずれも痛みに影響は認められなかっ
た (PMID:16495392) 。また、同試験において継続して24ヶ⽉間摂取させた572名
(平均56.9±9.8歳、試験群207名) を対象とした解析では、脛⼤腿関節腔幅 (JSW)
の減少や症状の進⾏に変化はなく (PMID:18821708) 、同試験の662名 (平均57
歳、試験群389名) を対象とした解析では、WOMACスコア (関節疼痛や機能性の評
価指標) に影響は認められなかった (PMID:20525840) 。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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